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第１８８８例会 報告（2010・8・20）
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

１．点 鐘
２．ロータリーソング
３．委嘱状伝達
４．出席 ％表彰、誕生･結婚祝い100
５．会長報告
６．幹事報告

７．乾 杯
８．食 事
９．委員会報告

１０．会員卓話
１１．点 鐘

例会終了後定例理事会開催１２．ロータリーソング

◆委嘱状伝達

年度2010-11
地区ＲＩ第2840

ローターアクト委員

坪井良行君

◆出席 ％表彰100

〈 年〉金子福松君３８

◆誕生祝い

松原 豊君

栗原幸三君

横塚直人君

該当者なし◆結婚祝い
片貝会長◆会長報告

１． 年度 会長に埼玉県八潮 の田中作次氏2012-13 ＲＩ ＲＣ
が選出されました。対抗候補者がいない場合、 月１０
日に会長ノミニーとなります。１
田中氏は家庭紙卸売業の株式会社タナカの代表取

締役を 年間務め、 年に株式公開した後、日３２ １９９５
用品雑貨卸売販売業者の株式会社ダイカと合併しま

した。現在、八潮市商工会の副
会長である同氏は、その後、商
圏を全国展開するために再度合
併した株式会社あらたの相談役
を務めています。また、ビジネ
ス経営を専門に学び、全国家庭
紙同業会連合会の会長任務を 年８
間務められました。

ロータリーの経歴は、ロータリー財団管理委員と
して 年バーミンガム国際大会委員会の委員長、２００９
ＲＩ ロータリー コーディネーター ガ理事、 財団地域 、地区
バナー ポリオ グルーとして活躍されたほか、 撲滅提唱

、恒久基金委員会、未来の夢委員会の委員を務めプ
られました。

因みに日本人 会長は 人目となり、 年度ＲＩ ３ 2011-12
会長は、矢野ガバナー年度の地区大会 会長代理ＲＩ ＲＩ

を務められたインドの 氏です。カルヤン･バネルジー
２．今晩午後 時 分から美喜仁で桐生 ＲＣ会長幹事６ ３０ ５

会が開催され、中野ゴルフ部長と 名で出席いたし３
ます。

３．明日 １日(土)午後 時 分から県庁昭和庁舎で、２ ７ ３０
地区ローターアクト臨時会長幹事会が開催され、坪
井地区ＲＡ委員が出席されます。

近藤幹事◆幹事報告
◇次例会はＢ方式です。(正午～昼食､点鐘 ）12:30

(各テーブルに配布）◇ハイライトよねやま126が配信されました。
。◇納涼家族会の写真を配布致しました

◇例会終了後 にて定例理事会を行います。１Ｆ
◇ 月 日(月)事務局はお休みさせて頂きます。８ ２３
◇下記のものが届いております。

『 2010 』･『秋季例祭の・米山梅吉記念館より 館報 年秋号
ご案内』･『100円募金並びに賛助会入会のお願い』

・桐生赤城ＲＣより現況報告書
・ 年度地区ローターアクト活動報告書2009-10
・ 年度ＲＩカタログ2010-11
・群大工学部より群馬大学公開講座のご案内

八潮ＲＣ・田中作次氏
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・社会福祉法人柏より理事長交替のご挨拶状
・㈱オクトンより会社移転のお知らせ

◇例会変更のお知らせ
(休)足利ＲＣ 9/24 前橋南ＲＣ 8/25 太田西ＲＣ 9/1､9/22､9/29

前橋中央ＲＣ 8/25､9/15(休)､9/29 富岡かぶらＲＣ 9/14､9/21
沼田中央ＲＣ 9/16､9/23 ､9/30､10/28 藤岡北ＲＣ 8/31､9/14(休)

◇クラブ会報が到着しています
桐生南ＲＣ 7/28､8/4 桐生中央ＲＣ 8/5
桐生赤城ＲＣ 8/3､8/10 足利ＲＣ 7/2､7/9､7/16､7/23

金子クラブ研修リーダー◆乾 杯
年を重ねると熱中症が怖いです

が、何とか頑張ってここまで参り
ました。本日 回目の出席 ％３８ １００
表彰を頂きましたが、皆様のご協
力のお陰と感謝しております。

それでは本日お祝いを頂いた皆
様、そしてご参会の皆様のご健勝
と、西クラブの益々の発展を祈念

!!致しまして、乾杯
１０５９キロカロリー◆食事メニュー

豚の角煮根菜添え、豆腐とかんぱちのサラダ、白飯、
若布と油揚げの味噌汁、香の物

◆委員会報告
松尾委員□出席委員会

総数 名（免除者 名の内 名出席の為 名を除く）４９ ７ ４ ３
出席率対象者 名、 出席率対象者出席人数 名４６ ４２
欠席者 名(内前メイク 名) 出席率 ％４ １ ９３．４８
前々例会修正出席率 ％ （ 終欠席者４名）９１．１１

奥村委員□ニコニコＢＯＸ委員会
会員卓話をされる皆様ご苦労様です

稲森君、近藤君、奥村君、乾君、家住君
出席 ％表彰を頂いて 金子君１００
誕生祝いを頂いて 松原君、栗原君
親睦委員さんに感謝を申し上げます 福島君
本日と日曜にラグビーの国民体育大会､関東ブロック
大会実施中です 花房君

乾委員長□ロータリー財団委員会
出席 ％表彰を頂いて 金子君１００
誕生祝いを頂いて 松原君

小林委員□米山奨学委員会
会員卓話をされる皆様ご苦労様です 稲森君
出席 ％表彰を頂いて 金子君１００
誕生祝いを頂いて 松原君
出席 ％表彰･誕生･結婚祝いを受けられた方おめで１００
とう 近藤君

会 員 卓 話

天沼一夫君
〈貨物運送業〉

「ゴルフ部長の時の思い出」

私が西クラブに入会したのは 年 月だったと思２０００ ７
います。丁度 年経ちました。１０

須田会長年度( 年度)の時、ゴルフ部長を務め2005-06
ましたので、今日は、その時のエピソードをお話したい
と思います。

、 。当時 ゴルフ部は部員数 名弱位居た様に思います５０
年度がスタートすると直ぐに第１回ゴルフコンペの準備
が始まり、またチハヤチャリティゴルフコンペの案内は
届くは、あれもこれもと、その一年はゴルフ部の事で頭
がいっぱいになった記憶があります。

それで第１回のコンペは、何も分からない為に、会長
幹事のご都合をお伺いせずに日程を決めてしまい、ある
先輩からお叱りを受けたということもありました。

まぁそれはそれとしまして、須田会長が用意して下さ
った須田杯と称するトロフィは、それはそれは立派なも
のでした。スマートで繊細なデザインでしたので、ひと
目見た瞬間「これはちょっと危なそうだな( )」とい^^;
う予感がしました。そうしましたら、１回目のコンペが
終わらない内に欠けてしまったのです。本当に申し訳な
いと思いまして、内緒で同じ物を手配しまして、無事１
回目のコンペは終了しました。

ところが、そういう事は続くんですね。 終的に３回
欠いてしまいました。１回目と２回目は内緒で済んだの
ですが、３回目の時は、伊香保温泉『福一』のさよなら

、 、例会での表彰式で 箱から出したとたんに欠けてしまい
本当に冷や汗が出ました。もう皆さんの見ているところ
で欠けてしまったのですから仕方ありません。その時は
そのままお渡しして、欠けていないものを後でお渡しし
たと思います。

トロフィが欠けてしまった事も大変でしたが、年に４
回コンペを開催して、組合せを考えるのが、こんなにも
大変だということが初めて解りました。１回のコンペで
組合せを作り直すのが３～４回ありまして、やっと当日
を迎えて、無事終了して、ホッと一安心という感じでし
た。私の業界である運送業界と違い、ロータリーは一つ
一つ気配りをしないと、何時お叱りを受けるかわからな
いといった感じがありました。

いずれにしましても、須田会長さんには大変ご迷惑を
お掛けして申し訳なく思っております。そんな調子でし

、 。たが どうにか一年ゴルフ部長を務める事ができました
私は今年度、親睦委員と国際奉仕委員、そして副幹事

という大役を仰せつかっております。
次年度また委員会構成が変わりそうですので、判らな

い事だらけです。この一年私なりに良く勉強を致します
ので、皆様には今以上のご指導とご協力をお願い致しま
す。

８月２０日理事会報告

１．納涼家族会決算承認
２．新会員福島賢一君の会務分担を親睦委員とする
３．ロータリーの友バナー紹介に初代のバナーを投稿する
４．米山梅吉記念館100円募金を本部費から拠出する

桂 建 設 ㈱

家 住 慧 路代表取締役

763-2みどり市笠懸町阿左美

０２７７－７６－７７２３℡

㈱ ホ シ ケ ン

星 野 幸 男代表取締役

5-10 太田流通団地太田市清原町

０２７６－３７－８３００℡
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阿左美博君
〈土木建設工事〉

「建設業の移り変わり」

私は建設業に携わりまして約 年になりますが、い４０
ろいろな移り変わりがございます。

一般の方が家を造る場合などは、地鎮祭から始まり上
棟、あとは完成落成という経過になります。最近はその
様なしきたりがだいぶ様変わりしております。特に若い
方の場合、その様なしきたりを省く傾向にあります。

一方、ご年輩の方はその様なしきたりを守られ、上棟
の時は、私の様な建設会社の社長に対して、特に多く振
る舞って下さいます。しかし私が頂いたものは全て親方
に渡しますし、頂いたお酒も協力して頂いた親方衆に渡
します。ですから殆ど実入りはありませんが、時たま施
主さんから「社長さんお世話になります。今後も事故が
無いよう良い家を造って下さいね 」と直に頂戴する事。
もあります。

また、私共は家を建てるだけでなく、道路工事・下水
道工事などいろいろ請負ます。以前は 「これから工事、
が始まりますのでご迷惑をお掛けします 」と近隣の家。
に挨拶に伺いますと 「どうぞ、どうぞ、他に駐車場を、
借りますから大丈夫ですよ 」と、早く仕上がる様に協。
力してくれました。そして、仕事開始前の朝からお茶を
出してくれました。 時のお茶の時間には暑い時は冷１０
たい飲物を寒い時は温かいものやお茶菓子を頂きまし
た。お昼には日陰がありますから此処で休んで下さいと
言われ、３時にもお茶やお茶菓子を頂戴し、夕方には今
日一日ありがとうございました。また明日も宜しくお願
いします。と、とても感謝してもらって工事をすること
が多かったです。

最近はそんな事はありません。殆どの場合 「工事が、
始まるんですか？ 朝晩は車を通して下さい。お昼は出
掛けます。子供が帰る頃は事故がないように！」と、な
ります。ですから昔から比べると経費が３倍以上掛かっ
てしまいます。そして、仕上がった時もお礼を言われる
のは１割か２割で、反対に、工事中はうるさかったと言
われます。私共は少しでも皆様に喜んで頂く様、努めて
いるつもりですが、この様に大分変わってきました。

また、ここ 年位に造った家が、最近競売に掛１０～１５
けられることが多くなりました。その様な建物をリフォ
ームして売るという時代になっております。ですから今
後の建設業はより厳しくなります。私も 才を過ぎ、６０
跡を譲ろうと思いますが、なかなか娘夫婦も受け継いで
くれません。建設業界はここ 年ほど暗いトンネ１０～２０
ルに入っており、未だに明るい兆しはありません。

ロータリーに入会して少しは明るくなるかと思いまし
たが少しも変わらず、考えようかとも思いますが、仲間
の皆さんからいろいろなお話が聞けますので、もう少し
頑張ってみようと思っております。

今年の 月 日から友人と一緒に禁煙を始めました。６ ２０
、 。 、タバコが値上がりしたからでなく 健康の為です 度一

車の中で吸ってみましたが、めまいがして運転出来なく
なりましたし、周りで皆さんが吸っていても苦にならな
くなりました。

皆様も永いロータリー生活が過ごせますよう、健康に
くれぐれもご留意して頂きたいと思います。

江原利夫君
〈土地家屋調査士〉

「日本橋まで歩いた足跡」

年 月 日から 日にかけて、江戸時代後期２００８ １２ ２９ ３１
の画家 渡辺崋山の足跡を訪ねて、日本橋ま（1793～1841）
で 歩くのんきな、そして贅沢な企画に誘われ(112.8km)
て参加した。

午前６時、真っ暗闇の桐生市役所に集合、身内だけの
見送りを受けて元気よく出発。総勢 人である。懐中電４
気の明かりを足下に照らし、身を切る寒さの中、歩き始
める。足音も硬い音がする。会話も口元が寒いためあま
り進まない。

、 。体が温まってきた頃 空がしののめに白く明けてきた
足下も見えてきて懐中電気の明かりを消す。夜が明ける
ことにより力が湧いてくる感じがした。

歩き出して 時間、松原橋を通る頃、真っ赤な太陽が１
顔を出し陽光の輝きを増す。我々に励ましとエネルギ－
を与えてくれる。隊長がほえる 「よ－し体調も良く順。
調だ。みんな頑張るぞ 」と言霊が聞こえる。全員強く。
うなずき、これに応える。

朝の早い人はもう起きている。家の周りの掃除をして
いる。リュツクを背負う姿に不思議に思うか、何処まで
行くのかいと声をかけてくる。チョッと胸を張り「東京
まで歩きます 」と応えると 「まぁ、それは遠くまでご。 、
苦労さんです 」と励ましを頂く。。

歩き出して約 時間、太田市吉沢のコンビニ店で買い２
物、小休止の間に朝食をとる。荷を下ろして大きく背伸
びをする。汗ばんだ背中が気持ちいい。栄養剤も飲んで

。「 」支度を調え歩き出す この辺りの景色懐かしいよなぁ
と誰かささやく。歴史は文化財さざえ堂、青春の思い出

。 、は第一劇場の看板が目にとまる 誰となくよく来たなと
人 人頷く。話も弾み足取りも軽やかです。１ １

時 分、太田市役所に到着。記念写真をパチリ撮っ９ １５
ていると、友人渡辺君が居るではないか。差し入れに来
たという。桐生では見送れなかったのでここまでわざわ
ざ来てくれたという。友情に感謝です。

この辺りまでは歩幅は順調に伸びている。手も自然と
振れて快調そのもである。高林の十字路を過ぎる。利根
川の袂にある の休憩所でコ－ヒ－を飲みながら小休ＧＳ
止、ほっと一息する。歩き出して 時間弱、肩に足に疲５
れが出てきた。 ｍ先の刀水橋で記念撮影。堤防の草２００
は意外と青い。北に見える山々は雪景色。浅間山も白く
美しい。

橋を渡り終えると埼玉県妻沼の宿場町に入る。途端に
日本橋に向けての旅を感じてきた。聖天様のある道の駅
で休憩。昼を過ぎてお腹も空いた。ラ－メン店に入る。
椅子席は満席のため座敷に上がる。疲れも出てきて靴を
脱ぐのも一苦労、かけ声が入る。腰をどっしりと下ろし
たので疲れも一気にどっと出て来た。少し体の向きを変
えるにも大変である。腰を浮かせて動かす方に少し捻っ
ておき、よいしょとかけ声で体制を整える状態です。
筋肉痛の足をさすれば、土踏まずから踵にかかり大きな
水膨れ、まめのパンクは時間の問題です。お水一杯とラ
－メンはおいしかった。

よいしょ、気合いを入れて次の目的地に向けてひたす
ら歩き出す。歩幅にもリズムも変化が出てきた。会話も
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途切れ途切れとなり、早い人遅い人の差が大きくなって
くる。自分のペ－スで一歩一歩進む。脳に言い聞かせて
頑張らせる。他人の事は意識せず遅れず離れないように
後に続く。次の休憩所熊谷市役所が見えてきた。もう少
しで休めると思うと少し元気が出てきた。背中の荷物を
下ろして大の字になり空を見る。大きく深呼吸する。
足の裏はマメがつぶれている。汗が浸みて痛い。グジュ
グジュになっている。俺も俺もと皆が言う。そういえば
途中でブチュ－と鈍い音がしたのはマメがつぶれた音だ
った。筋肉痛のふくらはぎを優しくさする。

裏通り辿り、国道 号線（中山道）へ出た。陽も少１７
し西に傾き、歩道を歩く影も伸びてきて、遠くの田圃に
映る様になっている。上り坂の陸橋はしんどい。歩幅は
小さく自分でも分かるがどうにも自由が利かない。陽の
沈むまでが今日の行程。あと 分、心に叱咤する 「も３０ 。
う少し」と、星野隊長より声がかかる 「江原君背中が。
丸くなっている。前にかがみすぎ、胸を張って背筋を伸
ばして」と。遠くの影を見る。小さく写る。やっとの思
いで陸橋を下り終える 「もう一駅行きますか？」と隊。
長の声がかかる。疲れきった自分は 「明日のために少、
し余力を残して今日はここで終わり」と真っ先に言う。
老体の意見で駅
に向かう。ご苦
労様。

ここまでが日
本橋を目指して
歩いた第１日目
の足跡です。

この続きは、
またの機会でお
話致します。

《次例会予告》

９月３日(金) 新世代月間に因んで

大間々高等学校校長先生、ＩＡ顧問の先生

桐生西ローターアクトクラブ初例会に出席

８ ６ ７ ３０ ２Ｆ月 日(金)午後 時 分から、希望の家療育病院
会議室をお借りして、桐生西ローターアクトクラブの
今年度初めての例会を行いました。

当クラブからは、片貝
会長、矢野ＰＧ(ＲＡ
委員)、正田奉仕プ
ロジェクト委員長、
横塚ローターアクト
委員長、乾ロータリー財
団委員長、近藤幹事の６名が出席しました。

今年度桐生西ＲＡＣは、希望の家勤務の小川克行君
、 、が会長と会計を 恵愛堂病院勤務の辻真之君が幹事で

当初２名でスタート致しましたが、希望の家で研修に
励んでいるインドネシア人介護福祉士候補者４名が、
矢野ＰＧのご好意により新たに入会して頂く事になり
ました。

小川
会長が、
ロータ
ーアク
トにつ
いて、
また桐
生西Ｒ
ＡＣの
現状や
活動計画など、パワーポイントを使って解り易く発表
してくれました。今年度「魅力ある楽しい活動」をテ
ーマに掲げて、クラブ運営を行うとの事です。

クラブの実力は例会に表れる
毎年、多くのクラブ会長が「楽しい例会」を年間

の目標に掲げ、出席率アップに頭を悩ませる。
「例会は楽しいか、楽しくないか 。まさに永遠の」

テーマと云えそうだ。
何故それほど重要視されるのだろうか。クラブ決

議機関だから。例会出席は会員の義務だから。どち
らもイエスだが、それだけではない。友愛と奉仕を
基本理念とするロータリーにとって、例会はクラブ
の活力を測るバロメーターだからだ。

出席率が高く、例会に活気あるクラブは、組織が
十分に機能を果たし、調和がうまく取れていて、会
員の関心度が高く、アクティビティも活発だと考え
て、先ず間違いない。

もし、急激に出席率が落ち込むようなことがあれ
ば、クラブはどこかに深刻な問題を抱え、緊急に対
応を必要としているに違いない。

「逆もまた真なり」で、例会を楽しいものにする
ことで、会員の参加意識を高め、クラブに活力を取
り戻すことも可能ではないだろうか。

「楽しい例会」とは、どんな例会だろうか？ ある
クラブはタイムリーな話題を提供するゲストを招請
し、またあるクラブは工夫を凝らした食事で出席会
員の目と舌を楽しませるなど、様々に知恵を絞って
いる。

要は会員が参加して良かった。有意義だったと思
うかどうかだ。単調で何ら刺激も無い会合では、会
員を例会から遠ざける原因となる。

当クラブでは数年前からＣＬＰを採用している。
出席、プログラム、親睦、ニコニコＢＯＸ、健康管
理の５委員会が一緒になって管理運営委員会なるも
のが作られている。ＳＡＡと共に、関係委員会は互
いに協力して、例会が楽しいものになるように努力
している姿勢が強く感じられ、食事もプログラムも
極めて充実している。

かなり前の話しになるが、あるＰＧの寄稿で、ア
メリカの例会の模様が紹介されていた。題して「型
あって型なきごとく 。仕事の視察で訪れたあるクラ」
ブ例会に招かれた時の印象を次の様に記している。
「何とそのクラブの賑やかなこと。何と開放的な、

。何という人間味丸出しの人達の集まる会であろうか
」私はその時の感想をいまだに忘れることが出来ない

と。その後、訪問したアメリカのクラブ例会では、
どこでも同じ様なムードを感じたという。スピーカ
ーに対して、次から次へと質問する。形は整然とし
ているが、食事が始まると途端に、あちこちで談笑
の渦。締まるところはガッチリとごく自然に締まっ
て、ユーモア溢れる例会の流れはほれぼれするばか
り 「全くクラブを自分のものとして、身近に肌に感。

。 、 、じて運営している このゆとりと弾力 緊張と弛緩
形式と無形式、これらの相反する要素が程良く調和
を保って 例会を楽しく そして有意義に計画的(？)、 、
に進める。国民性の違いと云ってしまえばそれまで
のこと。だが、これこそ活気ある楽しい例会風景で

Ｙ･Ｈ生記はないだろうか」と。




